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株式会社福井銀行 

 

「営業活動の見える化」の取組みについて 

 

 株式会社福井銀行（頭取 長谷川 英一）は、営業担当者の営業活動をデータ化、分析し、営業

活動の量と質を向上させる取組みを開始しましたのでお知らせいたします。 

本件は、担当者の“勘と経験と度胸”に頼ってきた営業活動をデータ化（記録）、分析すること

で、PDCA サイクルを機能し、お客さまと向き合う量と質を向上していく「営業活動の見える化」

の取組みであり、これを長年実践している株式会社キーエンス（代表取締役社長 中田 有）のデ

ータ分析ソフトウェア「KI」を使用し、同社のサポートを受けることで、取組みのスピードや実

効性を高めていきます。 

福井銀行は、今後も「地域産業の育成・発展と地域に暮らす人々の豊かな生活の実現」のため

に、デジタル/データを活用したサービス向上に努めてまいります。 

 

記 

 

１．「営業活動の見える化」の取組みの概要 

取組内容  

①営業活動をデータ化（記録） 

②データ分析ソフトウェア「KI」で分析 

③営業活動の PDCAサイクルを機能し、お客さまと向き合う時間や質を向上 

指標(KPI)例 
量：接触頻度、接触時間 

質：接触時間帯、接触チャネル、接触目的 など 

取組店舗 

本店営業部、福井中央支店、花月支店、松本支店、木田支店、神明支店、武

生支店、敦賀支店、金沢支店 

※今後、拡大予定 

開始日 2023年6月1日（木） 

備考 

2023年1月より先行して神明支店、武生支店、敦賀支店で本件に取組んできま

したが、お客さまとの接触回数・接触時間の増加、お客さまへのアプローチ

数・提案数の増加、営業活動の効率化など営業活動の量と質が向上したこと

から、今般取組店舗の拡大へと至るものです。 

本件は、福井銀行の営業活動における「お客さまと向き合う時間」を増やす

ことを目的とした取組み”ミッション「ごじゅぱ」” （勤務時間中、お客さ

まと向き合う時間を50%以上に高める）の一環です。 

また、福井銀行の行内データを収集・分析し、収益管理やリスク管理、時間

管理等に活用することで、意思決定の迅速化を図るデータ利活用部会の取組

みの一環です。 



 

２．データ分析ソフトウェア「KI」画面例 

 

 

 

３．該当するＳＤＧｓの目標 
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